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児
童
遊
園
の
管
理
は
、
地
元
の

町
内
会
に
任
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
。
町
内
の
神
社
境
内
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
愛
着
も
あ
り
、
日

曜
日
の
清
掃
や
整
備
に
は
、
祭
り

好
き
な
若
い
人
も
い
っ
し
ょ
に
、

協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
だ

け
で
な
く
、
近
所
の
散
策
エ
リ
ア

と
し
て
も
好
評
な
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
み
ん
な
で
、
き
れ
い
に
し
て

い
た
い
か
ら
、
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗

り
を
は
じ
め
、
境
内
の
公
衆
ト
イ

レ
の
修
理
な
ど
も
手
が
け
て
き
ま

し
た
。

　
六
軒
町
諏
訪
神
社
内
に
あ
る
六

軒
町
児
童
遊
園
の
整
備
を
〝
憩
い

の
場
〟
と
し
て
、
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
。
昨
年
秋
に
シ
ャ
ク
ヤ
ク

を
植
栽
し
、
見
頃
を
迎
え
る
。

　
も
と
も
と
境
内
周
辺
に
は
、
９

月
中
旬
か
ら
咲
く
彼
岸
花
や
ツ
ル

ボ
、
12
月
下
旬
頃
か
ら
咲
き
始
め

る
日
本
水
仙
な
ど
の
花
々
が
群
生

し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
10

月
、

「
百
花
の
王
様
」
と
い
わ
れ
て
い

る
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
大
株
を
300

株

と
、
ら
っ
ぱ
水
仙
を
植
え
ま
し

た
。

　
シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
市
内
の
造
園
業

者
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
な
ん
で

す
。
町
内
会
の
人
た
ち
が
、
毎
日

15
人
で
10
日
ほ
ど
か
け
て
植
え
ま

し
た
。
千
か
ら
２
千
の
大
輪
を
今

月
中
旬
ま
で
楽
し
め
る
は
ず
で

す
。

　
今
回
の
植
栽
に
と
ど
ま
ら
ず
、

整
備
を
進
め
、
こ
れ
か
ら
も
み
な

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
憩
い
の

場
の
提
供
に
心
が
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
（
話
は
連
合

町
内
会
長
の
石
井
稔
さ
ん
）

▲シャクヤクの世話に汗を流しながら作業

　
か
つ
て
市
内
神
戸
地
区
の
中
里
の

キ
ュ
ウ
リ

人
は
、
誰
一
人
と
し
て
、
胡
瓜
を
食

べ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

き
ん
き

　
キ
ュ
ウ
リ
が
禁
忌
作
物
と
な
っ
た

う
ぶ
す
な

の
は
、
こ
の
土
地
の
産
土
神
で
あ
る

八
坂
神
社
と
関
連
が
あ
る
よ
う
で

す
。
八
坂
神
社
の
祭
神
で
あ
る
ス
サ

ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
、
戦
い
の
最
中

つ
る

に
、
キ
ュ
ウ
リ
の
蔓
に
足
を
と
ら
れ

て
倒
れ
、
眼
を
突
い
た
た
め
、
そ
れ

以
来
キ
ュ
ウ
リ
を
嫌
わ
れ
た
と
い
う

話
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ュ
ウ
リ

を
輪
切
り
に
し
た
断
面
の
模
様
が
、

も
っ
こ
う
も
ん

ち
ょ
う
ど
神
社
の
紋（
木
瓜
紋
）の
柄

に
良
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
坂

し
ん
い

神
社
の
氏
子
は
神
威
を
は
ば
か
っ
て

食
べ
な
い
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
八
坂
神
社
の
総
本
社
は
い
う
ま
で

ギ
オ
ン

も
な
く
祇
園
祭
り
で
有
名
な
京
都
八

坂
神
社（
祇
園
社
）で
す
。
八
坂
神
社

は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

と
い
う
呼
称
は
明
治
の
排
仏
毀
釈
以

後
に
使
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で

ご

ず

て

ん

の

う

は
祇
園
牛
頭
天
王
社
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
仏
教
的
な
祇
園
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た

め
で
す
。

　
そ
の
祇
園
祭
の
起
源
は
、
平
安

じ
ょ
う
が
ん

時
代
の
貞
観
11
年（
八
六
九
）、
疫
病

が
都
に
蔓
延
し
た
と
き
、
疫
病
除
け

と
し
て
牛
頭
天
王
を
祈
り
祀
っ
た
こ

と
に
遡
る
と
い
い
ま
す
。

　
土
地
の
古
老
に
話
を
聞
く
と
、

「
中
里
の
氏
子
も
江
戸
時
代
以
前
か

ら
キ
ュ
ウ
リ
を
決

し
て
食
べ
な
か
っ

た

が

、

明

治

の

頃
、
こ
の
土
地
の

区
長
を
し
て
い
た

長
之
助
と
い
う
人

が
、
人
々
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
す
る

た
め
、
迷
信
を
廃

し
て
村
人
に
キ
ュ

ウ
リ
作
り
を
勧
め

た
。
キ
ュ
ウ
リ
は
順
調
に
生
育
し
、

収
穫
の
夏
を
迎
え
る
頃
、
運
が
悪
い

こ
と
に
長
之
助
は
腸
チ
フ
ス
と
い
う

重
い
伝
染
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。
人
々
は
驚
き
神
を
怖
れ
て
、
長

之
助
の
病
気
回
復
の
た
め
に
せ
っ
か

く
実
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
を
全
部
引
き
抜

い
た
」
と
い
い
ま
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
を
抜
い
て
神
さ
ま
に
お

詫
び
し
た
た
め
で
し
ょ
う
か
、
長
之

助
さ
ん
の
病
気
は
奇
跡
的
に
回
復
し

た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た

村
人
は
、
今
更
な
が
ら
八
坂
神
社
の

信
仰
を
深
め
、
決
し
て
キ
ュ
ウ
リ
を

作
ら
ず
、
口
に
も
し
な
か
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　
時
代
が
変
わ
り
30
軒
の
人
家
も
41

軒
と
増
え
、
新
し
い
人
の
中
に
は

キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
る
人
も
ボ
チ
ボ
チ

あ
ら
わ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
年
寄
り
は
、
や
は
り
食
べ
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

今
も
っ
て
こ
の
地
区
に
は

「
キ
ュ
ウ
リ
は
栽
培
し
な
い
。
も
し

買
っ
て
食
べ
る
と
き
は
輪
切
り
に
し

て
は
い
け
な
い
。
８
月
９
日
の
お
祭

り
の
日
に
は
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
る
の

を
控
え
る
こ
と
」
と
語
り
継
が
れ
て

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

▲中里・八坂神社
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館
山
地
区
／
長
田
敬
子
（
新
井

１
）、
秋
山
久
子
（
新
井
２
）、
福

島
久
子
（
新
井
３
）、
加
藤
和
子

（
新
井
４
）、
笹
子
よ
し
子
（
下

町
）、
玉
村
真
理
子
（
仲
町
）、
山

崎
千
鶴
子
（
上
町
）、
押
元
き
み

（
楠
見
）
、
佐
藤
静
子
（
上
須

賀
）、
岩
本
リ
キ
ヨ
（
上
須
賀
）、

齊
藤
一
江
（
真
倉
１
）、
石
崎
信
子

と
く
お

（
真
倉
２
）、
德
應
幸
子
（
真
倉

の
り
こ

３
）、
秋
山
德
子
（
青
柳
）、
三
井

道
代
（
青
柳
）、
鷹
松
静
子
（
青

柳
）、
入
江
桂
子
（
西
の
浜
）、
北

見
邦
子
（
岡
沼
）、
早
川
美
千
子

（
西
原
）、
髙
木
幸
子
（
柏
崎
）、

渡
辺
昭
子
（
宮
城
）、
髙
橋
な
を
江

（
宮
城
）、
佐
々
木
ハ
ツ
ヱ
（
笠

名
）、
平
嶋
幸
子
（
笠
名
）、
磯
貝

す
み
や

克
美
（
大
賀
）、
住
谷
し
げ
み
（
里

見
）

　
北
条
地
区
／
岩
崎
ア
イ
子
（
南

町
）、
山
口
恒
子
（
南
町
）、
吉
野

登
志
子
（
南
町
）、
加
藤
幸
子
（
神

明
町
）、
秦
き
み
子
（
神
明
町
）、

ま
さ
こ

よ
し
こ

藤
井
優
子
（
神
明
町
）、
山
内
佳
子

（
新
宿
）
、
原
田
桂
子
（
三
軒

町
）、
鈴
木
曉
美
（
鶴
ケ
谷
）、
塩

倉
恭
子
（
新
鶴
ケ
谷
）、
森
登
志
江

（
渚
）
、
瀧
口
照
子
（
六
軒
町

１
）、
鈴
木
俊
子
（
六
軒
町
２
）、

小
島
照
子
（
六
軒
町
３
）、
諸
隈
邦

の

ぶ

こ

子
（
六
軒
町
４
）、
安
西
乃
芙
子

（
六
軒
町
５
）、
山
本
富
子
（
六
軒

ひ
ろ
み

町
６
）、
大
溝
裕
美
（
六
軒
町
７
）、

菊
井
玲
子
（
海
岸
）、
鈴
木
伸
子
（
長

ゆ
き
え

須
賀
１
）
、
髙
橋
幸
枝
（
長
須
賀

２
）、
吉
野
啓
子
（
長
須
賀
３
）、た

小
原
和
子
（
長
須
賀
４
）、
宇
山
多

づ
こ

津
子
（
長
須
賀
５
）、
梅
澤
美
枝
子

（
長
須
賀
６
）、
庄
司
清
子
（
長
須

賀
７
）、
杉
山
と
よ
子
（
長
須
賀

８
）、
根
岸
壽
美
江
（
八
幡
１
）、

青
木
宣
子
（
八
幡
２
）、
加
藤
き
み

子
（
八
幡
３
）、
髙
橋
君
江
（
八
幡

ひ
ろ
こ

４
）、
多
田
洋
子
（
湊
）、
白
鳥
英

子
（
湊
）、
杉
井
信
子
（
湊
団
地
）、

長
谷
川
文
代
（
高
井
）、
池
田
明
子

（
上
野
原
）

　
那
古
地
区
／
金
子
洋
子
（
東

藤
）、
高
橋
美
佐
子
（
宿
）、
明
星

光
惠
（
寺
赤
）、
平
野
和
子
（
大

浜
・
中
浜
・
桜
ヶ
丘
）、
矢
田
弘

子
（
大
芝
）、
鈴
木
敦
子
（
辻
）、

磯
部
敦
子
（
芝
崎
）、
加
藤
千
恵
美

（
川
埼
）、
金
木
啓
子
（
正
木
上
・

下
・
向
）、
見
月
艶
子
（
亀
ヶ
原
、

西
郷
）、
田
澤
と
よ
子
（
正
木
岡
・

稲
原
・
小
原
）

お
さ
だ

　
船
形
地
区
／
長
田
由
美
子
（
堂

の
下
１
）、
仲
山
八
重
子
（
堂
の
下

２
）、
杉
田
克
枝
（
堂
の
下
３
）、

長
谷
川
み
ゆ
き
（
東
）、
川
名
笑
子

（
仲
宿
）、
田
中
三
恵
子
（
西
）、

曾
根
宏
枝
（
根
岸
）、
庄
司
和
子

（
根
岸
）、
小
澤
房
子
（
川
名
）、

吉
村
和
子
（
川
名
岡
）、
鈴
木
澄
子

（
大
塚
）
、
藤
田
紀
代
子
（
柳

塚
）、
藤
枝
慶
子
（
柳
塚
）

　

　
西
岬
地
区
／
小
澤
洋
子
（
香
）、

中
山
好
美
（
塩
見
）、
龍
崎
ナ
ミ
子

（
浜
田
）、
石
井
澄
恵
（
早
物
）、

せ
い
こ

鈴
木
成
子
（
見
物
）、
大
嶋
節
子

（
加
賀
名
）、
欠
員
（
波
左
間
）、

鈴
木
静
子
（
坂
田
）、

平
嶋
美
智

子
（
洲
崎
）、
飯
田
智
惠
子
（
西
川

ひ
ろ
こ

名
）、
吉
田
洋
子
（
伊
戸
）、
近
馬

幸
子
（
根
本
・
坂
足
・
小
沼
）、

山
田
裕
子
（
坂
井
）

　
神
戸
地
区
／
天
野
静
子
（
香

取
・
中
郷
）、
吉
田
常
子
（
西
町
・

と

よ

こ

川
坂
）、
岡
田
登
洋
子
（
上
郷
・
竜

さ
や
か

岡
・
松
岡
）、
黒
川
澄
（
中
里
）、

み
な
こ

片
岡
咸
子
（
犬
石
）、
鈴
木
君
枝

（
佐
野
）
、
岡
名
久
美
子
（
藤

原
）、
鈴
木
た
い
子
（
谷
藤
原
・
茂

名
）、
渡
邊
千
代
江
（
洲
宮
）、
櫻

井
栄
子
（
布
沼
）

　
富
崎
地
区
／
島
田
輝
子
（
神
田

町
）、
小
宮
百
合
子
（
本
郷
）、
大

橋
辰
美
（
向
）
、
田
村
敦
子
（
松

崎
）、
天
野
美
津
子
（
二
斗
田
）、

天
野
と
み
子
（
二
斗
田
）

　
豊
房
地
区
／
西
田
ト
ヨ
子
（
東

長
田
）、
鈴
木
郁
代
（
西
長
田
）、

山
口
登
美
子
（
出
野
尾
・
岡
田
）、

　新しい保健推進員への委嘱状の交付を先月 10 日に、コミュニティセ

ンターで行いました。17 年３月までの３年間、地域の人たちと健康を

通じて、交流がはじまります。保健推進員は赤ちゃんから高齢者まで、

地域ぐるみの健康づくりをめざし、地域と市を結ぶパイプ役として

“健康づくりのお手伝い”を行ない、各地域で活躍します。 各地区の

担当は次のとおりです。 問合せ／健康管理課 （殖 23―３１１３）

健康づくりのお手伝いを
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田
中
敏
江
（
大
戸
・
館
川
）、
高
橋

康
美
（
南
条
）、
石
井
和
子
（
古
茂

口
・
飯
沼
）、
福
原
久
美
子
（
山

萩
）、
川
名
照
代
（
作
名
）、
石
井

芳
惠
（
畑
）、
加
藤
悦
子
（
加
藤
・

平
田
・
久
所
・
畑
ケ
中
）、
加
藤
良

子
（
上
・
大
倉
・
山
下
・
上
の

代
）

　
館
野
地
区
／
小
形
喜
美
子
（
大

網
）、
佐
久
間
世
津
子
（
安
布
里
）、

吉
田
八
惠
子
（
安
布
里
）、
相
川
久

子
（
山
本
１
）、
野
口
好
美
（
山
本

２
）、
欠
員
（
山
本
３
）、
三
浦
ひ

で
子
（
国
分
北
）、
安
田
幸
子
（
国

分
中
）
、
原
田
多
美
子
（
国
分

南
）、
石
井
け
い
子
（
稲
）、
山
口

尚
子
（
腰
越
）、
小
林
正
子
（
広

瀬
）、
須
永
桂
子
（
萱
野
団
地
）

　
九
重
地
区
／
今
井
章
子
（
宝

さ
ち
こ

貝
）、
秋
山
祥
子
（
南
台
・
北
台
・

清
水
）、
須
藤
滿
子
（
安
東
・
岩

ゆ
い
こ

川
）、
高
梨
以
子
（
二
子
）、
川
名

明
美
（
薗
）、
押
元
光
子
（
水
玉
）、

齊
藤
紀
子
（
大
井
）、
齊
藤
安
子

（
田
村
・
相
賀
・
滝
の
谷
）、
欠

員
（
横
枕
・
田
辺
）、
川
名
初
江

（
江
田
）

も
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
開
示
の
方
法

　
開
示
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
公
文

書
開
示
決
定
通
知
書
」
ま
た
は

「
公
文
書
部
分
開
示
決
定
通
知

書
」
で
指
定
し
た
日
時
、
場
所

で
、
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付

に
よ
り
行
い
ま
す
。
な
お
、
写
し

の
交
付
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
を
併

せ
て
受
け
た
も
の
と
み
な
し
ま

す
。

▼
手
数
料

　
こ
の
制
度
に
基
づ
い
て
行
う
情

報
の
閲
覧
、
写
し
の
交
付
に
は
手

数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
閲
覧
／
１
件
に
つ
き
300
円

　
写
し
の
交
付
／
１
枚
に
つ
き
白

黒
10
円
、
カ
ラ
ー
100
円

▼
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合

　
請
求
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法

に
よ
り
、
各
実
施
機
関
に
異
議
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
開
示
請
求
の
対
象
と
な
る
情
報

　
開
示
請
求
の
対
象
と
な
る
の

は
、
平
成
10
年
４
月
１
日
以
降
に

実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成

し
、
ま
た
は
取
得
し
た
文
書
、
図

面
、
写
真
及
び
フ
ィ
ル
ム
で
、
決

裁
、
供
覧
な
ど
の
手
続
き
が
終
了

し
、
実
施
機
関
が
管
理
し
て
い
る

も
の
で
す（
平
成
10
年
３
月
31
日

以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
情
報

提
供
で
対
応
し
ま
す
）
。

▼
開
示
請
求
が
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が

あ
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人⑤
市
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
も
の

⑥
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事
業
に
利

害
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

▼
開
示
請
求
の
方
法

　
所
定
の
開
示
請
求
書
に
記
入
の

う
え
、
総
務
課
内
の
総
合
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定

　
開
示
請
求
を
受
け
付
け
た
日
か

ら
起
算
し
て
15
日
以
内
に
開
示
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
文
書
で

速
や
か
に
通
知
し
ま
す
。

　
開
示
で
き
な
い
場
合
は
そ
の
理
由

を
、
ま
た
そ
の
理
由
が
無
く
な
る
期

日
が
あ
き
ら
か
な
場
合
は
、
そ
の
日

　昨年度は、公文書の開示請求が２件ありました。

１件の請求で、複数の公文書の開示請求ができるの

で、この請求で開示などの処理をした公文書件数

は、５件でした。その内訳は、開示が１件、部分開

示が２件、その他に請求を取り下げたものが２件で

した。

　請求された公文書の内容は、平成13年度残土埋

立事業に関するものが３件、納税組合に関するもの

が２件です。実施機関の決定に対して不服があった

場合に行われる異議申立てはありませんでした。

開示請求は２件、開示率100％

▼平成13年度　請求された公文書の内容

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
へ
の
参
加
を
進
め
、よ
り
開
か
れ
た
市
政
を

実
現
す
る
よ
う
情
報
公
開
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。「
館
山
市
情
報
公
開

条
例
」に
基
づ
き
、市
が
保
有
す
る
公
文
書
を
請
求
に
応
じ
て
開
示
し
ま

す
。
問
合
せ
／
総
務
課
・
総
合
窓
口（
殖
22
―
３
２
１
８
）

　
第
８
回
安
房
地
域
母
親
大
会
で
は
、
ユ
ニ
セ
フ
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
写
真

展
「
危
機
の
中
の
子
ど
も
達
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
保
育
室

も
用
意
し
ま
す
。
問
合
せ
／
か
に
た
婦
人
の
村
（
殖
22
―
２
２
８
０
）

　
期
日
／
６
月
８
日
（
土
）

　
場
所
／
安
房
教
育
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

　
内
容
／
朗
読
【
午
後
１
時
】
、
開
会
【
午
後
１
時
20
分
】
、
ビ
デ
オ
上
映
と

講
演
（
講
師
／
ユ
ニ
セ
フ
協
力
事
業
部
　
二
見
武
氏
【
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
】
、
写
真
を
見
て
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
【
午
後
３
時
か
ら
午
後

３
時
50
分
】

ユニセフ・アフガニスタン写真展

「危機の中の子ども達」

番号　　　　　　請　　求　　内　　容

神明町納税組合に対する奨励金の支給額が

記入された書面、平成10年、11年分

①大井地区、②西長田地区残土埋め立て事

業に関しての館山市長の県知事への意見書

１

２

？？
？？

？？
？？

？？
？？

？？
？？

？？
？？

？？
？？
み
な
さ
ん
の「
知
り
た
い
」に
応
え
ま
す

「
公
文
書
開
示
制
度
」っ
て
ど
ん
な
制
度
？



　
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
全
国
の
卸
売
・
小
売
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日

現
在
で
、
商
業
統
計
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
国
や
県
、
市
に
お
け
る
商
業
の

育
成
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な

ど
の
流
通
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

平成14年５月１日 ４

①定額制の診療所

　 3月31日まで　　      ４月1日以降

　１日800円　→　１日850円
1ヵ月に５日以上通院した場合は、５日目以降の通院について、負担はありません。

②病院と定率制の診療所

　一部負担金は、医療費の１割ですが、同じ医療機関での負担額が１ヵ月

に次の額に達したときは、それ以上の負担はありません。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い

る
市
民
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
活

動
費
を
補
助
す
る
「
戦
略
的
な
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
応
募
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
主
的
に
地
域

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の

環
境
保
全
、
伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
を
行
う
市
民
グ
ル
ー
プ
に
活
動

費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
連
携
と
活
性
化
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
度
補
助
を
受
け
た
グ
ル
ー

プ
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
対
象
グ
ル
ー
プ
／
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
グ
ル
ー
プ
。
（
た

だ
し
、
今
年
度
に
市
の
補
助
を
受

け
て
い
る
場
合
を
除
く
）
①
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
実
践
、
計
画
し
て

い
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
　
②

主
に
市
内
在
住
者
で
構
成
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る
グ
ル
ー

プ
　
③
お
お
む
ね
３
年
以
上
継
続

し
て
事
業
を
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ

　
④
既
存
補
助
を
受
け
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
有
志
で
新
た
な

事
業
を
計
画
・
実
践
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ

　
補
助
対
象
事
業
／
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
先
進
地

の
視
察
・
研
修
会
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
実
践
活
動
な
ど

　
補
助
対
象
経
費
／
①
視
察
の
旅

費
や
宿
泊
費
、
②
講
師
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
に
要
す
る
経
費
、
③
そ
の

他
実
践
活
動
に
必
要
な
経
費

　
補
助
率
・
限
度
額
／
１
グ
ル
ー

プ
10
万
円
を
上
限
に
事
業
費
の
２

分
の
１
以
内

　
手
続
き
／
６
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
企
画
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
会

で
、
グ
ル
ー
プ
と
補
助
額
を
決
定

し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係

（
殖
22
―
３
１
６
３
）

昨年度対象になった事業

　     　グループ名

館山子どもの文化研究会

八幡祭礼マップ作成委員会

まちづくり勉強会

しろうと百姓の会

南房総ポピー共和国

南総里見のまちづくり推進委員会

那古史編さん委員会

パネ研あわ

　　　　　　事　業　概　要

会員の研修、「歩く人形劇」の開催など

「八幡祭礼マップ」   の作成による観光ＰＲなど

市町村合併等に関する調査・研修

農産物の生産・学習会・青空市の開催など

先進的な観光地・観光施設の視察など

手づくり甲冑の製作、展示など

那古史の編さん、出版

地域に残る民話や伝説、物語などの伝承

○外来の場合

①定額制の訪問看護ステーション

　１日600円　→　１日640円
　１ヵ月に６日以上訪問看護を受けた場合は、６日目以降の訪問看護につい

ては、負担はありません。

②定率制の訪問看護ステーション

　一部負担金は、老人保健の訪問看護に要する費用の１割ですが、同じ訪

問看護ステーションでの基本利用料が１ヵ月に次の額に達したときは、そ

れ以上の負担はありません。

　 3,000円　→　3,200円

○老人保健の訪問看護を受けた場合
　
５
月
下
旬
か
ら
、
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
調
査
員
が
各
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計

作
成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用

し
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
情
報
化
推
進
室
統
計

係
（
殖
22
―
３
１
６
８
）

６
月
１
日
に
商
業
統
計
調
査

お 知 ら せ

　４月１日から老人保健で、診療を受ける場合、高齢者の自己負担額が変わり

ました。問合せ/市民課健康保険係（殖22―3428）

市
民
グ
ル
ー
プ
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

「
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

※ 高齢者の自己負担額が変わりました ※

                  3月31日まで　4月1日以降

医療機関で　3,000円→3,200円
大病院（ベット数が200床以上ある病院）で受診された人

              5,000円→5,300円

医療機関で　1,500円→1,600円
薬局で　　　1,500円→1,600円
大病院（ベット数が200床以上ある病院）で受診された人

それぞれで　 2,500円→2,650円

医療機関で院外
処方せんを交付
されなかった人

医療機関で院外
処方せんを交付
された人

　
国
土
交
通
省
か
ら
平
成
14
年
の

「
地
価
公
示
価
格
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
市
計
画
区

域
内
の
各
地
域
で
、
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
（
標
準

地
）
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格（
地
価
公
示
価
格
）を
公
表

す
る
も
の
で
す
。

　
地
価
公
示
や
県
で
実
施
し
て
い

る
基
準
地
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
土
地
を
売
買
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
ま
ず
、
地
価
公

示
価
格
や
基
準
地
価
格
を
調
べ

て
、
取
引
価
格
の
参
考
に
し
て
く

５ だん暖たてやま

地
価
公
示
価
格
を
発
表

だ
さ
い
。

　
土
地
の
形
状
、
前
面
道
路
の
状

況
、
駅
か
ら
の
距
離
な
ど
、
土
地

の
条
件
を
地
価
公
示
標
準
地
や
基

準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の

お
お
よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま

す
。
た
だ
し
、
価
格
時
点
後
の
地

価
動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
市
内
に
は
、
表
の
６
つ
の
標
準

地
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
の
地
価
公
示
や
千
葉
県

内
の
基
準
地
に
関
す
る
資
料
は
、

都
市
計
画
課
に
備
え
て
あ
り
、
誰

土
地
を
売
買
す
る
と
き
の
参
考
に

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
（
殖
22

―
３
６
１
０
）

　
６
月
３
日
（
月
）
か
ら
、児
童
手
当

の
現
況
届
の
受
付
を
は
じ
め
ま
す
。

　
対
象
者
に
届
け
出
の
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
。
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
必
用
事
項
を
記
入
し

て
、
６
月
中
（
３
日
～
28

日
ま

で
）
に
「
現
況
届
」
を
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
受
け

て
い
る
人
の
前
年
の
所
得
や
養
育

の
状
況
な
ど
を
届
け
て
も
ら
う
も

の
で
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
届
け
出

で
す
。

　
１
月
２
日
以
後
に
市
内
に
転
入

し
た
人
は
、
前
に
住
ん
で
い
た
市

町
村
か
ら
「
平
成
13
年
中
の
所
得

証
明
書
」
を
取
り
寄
せ
て
、
現
況

届
の
用
紙
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
以
外
の
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
年
金
加
入
証
明
書
が

必
要
で
す
。
所
定
の
用
紙
に
事
業
所

の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
殖

22
―
３
４
９
２
）

　５月20日（月）から６月５日（水）は、春の「まちを

愛する週間」です。

　期間中の５月26日（日）市内一斉清掃を行います。

　当日は、空き地などに散乱している空き缶、空き

ビンなどを各地区の決められた場所に搬出してくだ

さい。

　日時／５月26日（日）午前８時30分から午前10時

　　　【雨の場合は、６月２日（日）に実施します】

　問合せ／環境保全課（殖22―３３５４）

市
で
は
、
５
月
20
日
（
月
）～

26
日
（
日
）の
「
春
季
行
政
相
談
強

調
週
間
」
に
、
行
政
相
談
委
員
、

千
葉
行
政
評
価
事
務
所
、
千
葉
地

方
法
務
局
と
合
同
で
、
行
政
相
談

所
を
開
き
ま
す
。

　
登
記
、
年
金
、
道
路
な
ど
国
の
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
、
意
見
な
ん

で
も
結
構
で
す
。（
相
談
無
料
）

　
日
時
／
５
月
15
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　　
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
と
相

談
内
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
先

着
８
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
日
時
／
５
月
14
日
（
火
）
午
後

１
時
～
午
後
４
時

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
予
約
開
始
／
５
月
７
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら

　
問
合
せ
・
予
約
／
市
民
相
談
室

（
殖
22
―
３
１
９
９
）

▼地価公示（標準地）　〔価格時点：平成14年１月１日〕　※（都）は都市計画区域内

館山  －1

館山  －2

館山  －3

館山  －4

館山5－1

館山5－2

54,800円/㎡

31,500円/㎡

31,700円/㎡

33,000円/㎡

85,000円/㎡

58,500円/㎡

（都）第一種中高層住居専用地域

（都）第一種中高層住居専用地域

（都）第一種中高層住居専用地域

（都）第一種住居地域

（都）商業地域、準防火地域

（都）近隣商業地域

住　宅

住　宅

住　宅

住　宅

店　舗

店舗兼住宅

標準地番号 標準地の所在   標準地の価格 土地利用の現況都市計画法の用途地域等

簡
単
に
見
ら
れ
ま
す

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
６
月
中
に

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

館山市北条字鶴ヶ谷2090―2外

館山市那古字芝崎1046―5
こえち

館山市宮城字越地43―3
もとあらく

館山市長須賀字元新工365―1

館山市北条字浜通1874―1

館山市北条字六軒町1722―5



平成14年５月１日 ６

　
安
房
保
健
所
で
は
、
身
体
的
・

精
神
的
な
悩
み
を
抱
え
る
女
性
の

た
め
に
総
合
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
予
約
制

で
す
。

　
日
程
／
５
月
24

日
、
６
月
28

日
、
７
月
26
日
、
８
月
23
日
、
９

月
27
日
、
10
月
25
日
、
11
月
22

日
、
12
月
６
日
、
１
月
24
日
、
２

月
28
日
、
３
月
28
日
の
各
金
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
会
場
／
安
房
保
健
所

　
内
容
／
思
春
期
か
ら
出
産
可
能

期
、
更
年
期
、
閉
経
後
の
高
齢
期

に
至
る
各
年
代
に
お
け
る
、
女
性

特
有
の
健
康
上
の
障
害
に
対
す
る

身
体
的
・
精
神
的
な
健
康
相
談

　
相
談
担
当
者
／
産
婦
人
科
、
内

科
を
専
門
と
す
る
女
性
医
師
、
保

健
所
保
健
師

　
問
合
せ
・
予
約
／
安
房
保
健
所

（
殖
22
―
４
５
１
１
）

　
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

で
は
、
総
会
・
全
国
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
。
ど
な
た

で
も
入
場
で
き
ま
す
。

　
期
日
／
５
月
18
日
（
土
）

　
場
所
／
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
セ

ン
タ
ー

　
○
分
科
会

　
介
護
者
の
集
い
、
若
年
性
の
集

い
、
患
者
の
集
い
　
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
前
10
時
20
分

　
○
記
念
講
演

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
／
千
葉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長
　

佐
々
木
健
氏
　
午
前
10
時
30
分
か

ら
午
前
11
時
30
分

　
妻
と
と
も
に
生
き
た
四
十
年
／

作
家
三
浦
綾
子
さ
ん
の
夫
　
三
浦

光
世
氏
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
２
時
15
分

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
自

律
神
経
障
害
／
千
葉
大
学
医
学
部

神
経
内
科
教
授
　
服
部
孝
道
氏
　

午
後
３
時
15
分
か
ら
午
後
４
時

○
体
験
発
表

　
患
者
、
介
護
者
　
午
後
２
時
15

分
か
ら
午
後
２
時
35
分

　
問
合
せ
／
西
澤（
殖
55
―
２
０

４
３
）
、
田
中（
殖
043
―
255
―
１
６

５
５
）
、
大
川（
殖
０
４
３
８
―
22

―
４
５
３
５
）

お ら せ
「
子
育
て
マ
ッ
プ
　
た
て
や
ま

ち
ゃ
い
る
ど
ま
っ
ぷ
」
「
子
育
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
　
み
～
ん
な
で
子

育
て
」
を
先
月
か
ら
市
民
向
け
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
実
現

に
向
け
て
、

作
成
し
た
も
の
で
、

昨
年
10
月
に
公
募
し
た
市
民
編
集

委
員
の
２
人
も
企
画
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
子
育
て
は
、

女
性
の
仕
事
と
い

う
意
識
が
強
く
、

母
親
１
人
が
責

　
教
育
委
員
会
で
は
、
ふ
る
さ

と
学
習
副
読
本
「
南
総
た
て
や

ま
発
見
伝
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
市
内
の
産
業
や
く
ら
し
、

歴
史
、
自
然
な
ど
を
写
真
や
グ

ラ
フ
を
使
い
、
子
ど
も
に
も
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
ふ
る
さ
と
学
習
の
教
材
と
し

て
、
学
校
の
授
業
で
も
副
読
本

ふ
る
さ
と
学
習
に
役
立
て
て
！

と
し
て
利
用
さ
れ
、
市
内

の
小
学
校
３
年
生
以
上
と

中
学
生
に
無
償
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
や
バ

任
を
背
負
っ
た
り
、

家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
傾
向
が

あ
る
こ
と
か
ら
、

子
育
て

中
の
家
族
を
支
援
し
よ
う
と
作
成

し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
は
、
Ａ
３
判
両
面
カ

ラ
ー
印
刷
で
２
千
部
発
行
、
公
園

や
文
化
施
設
、
病
院
、
幼
稚
園
や

小
学
校
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
Ａ
４
判

両
面
印
刷
３
ツ
巻
で
、
千
部
発

行
、
保
育
マ
マ
や
学
童
保
育
な
ど

ス
な
ど
の
市
内
観
光
業
者
に
も
館

山
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
と
好
評

で
、
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
上
巻
「
ま
ち
の
よ
う
す
・
く
ら

し
編
」
202
ペ
ー
ジ
と
下
巻
「
歴
史
・

自
然
・
未
来
編
」
、
164

ペ
ー
ジ

で
、
上
巻
・
下
巻
と
も
Ａ
４
判
の

全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
。
生
涯
学

習
課
、
中
央
公
民
館
、
市
立
博
物

館
で
は
、
上
下
巻
１
組
700
円
で
、

市
民
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
教
育
セ
ン
タ
ー
（
殖

22
―
８
０
５
１
）

子
育
て
を
支
援
す
る
市
の
各
種
制

度
や
相
談
場
所
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
民
課
窓
口
、
社
会
福
祉
課
、

健
康
管
理
課
、
中
央
公
民
館
、
各

地
区
公
民
館
、
図
書
館
、
企
画
課

な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
女
性
施
策
担

当
（
殖
22
―
３
１
６
３
）

▲マップ（上）とリーフレット（下）　

▲南総たてやま発見伝

子
育
て
支
援

マ
ッ
プ
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
総
会
・
全
国
大
会

女
性
の
た
め
の
健
康
相
談
窓
口
を
開
設

　
こ
の
教
室
は
、
創
造
力
や
表
現

力
を
養
い
ま
す
。

完
成
し
た
作
品

は
、
夏
休
み
の
宿
題
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
活
用
で
き
ま

す
。

　
日
程
／
①
５
月
18
日
（
土
）
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
の
選
定
と
下
絵
書

き
、
②
６
月
15
日
（
土
）
着
色
、
③

７
月
13
日
（
土
）
し
か
け
作
り
、
④

８
月
９
日
（
金
）
仕
上
げ
、
⑤
８
月

10
日
（
土
）
発
表
会
　
全
５
回

　
時
間
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
３

時
30
分
ま
で

　
対
象
／
小
学
校
３
年
生
以
上

　
定
員
／
20
人

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
受
講
料
／
材
料
費
千
円
程
度

（
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
は
各
自
購
入
）

　
講
師
／
松
苗
禮
子
先
生

　
締
切
／
５
月
10
日
（
金
）

７ だん暖たてやま

２
千
500
円
は
自
己
負
担
。

　
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業

（
勤
務
先
明
記
）
、
返
信
用
宛
先

を
明
記
し
て
申
込
先
ま
で
。

　
申
込
期
間
／
５
月
７
日
（
月
）
か

ら
申
込
み
開
始
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切

　
申
込
先
／
〒

296
―
８
６
０
２
　

鴨
川
市
東
町

929
　
亀
田
総
合
病
院

教
育
部
（
殖
０
４
７
０
―
99
―
１

１
６
５
）

募 集

　
災
害
時
の
疾
病
や
外
傷
、
傷
病

者
の
管
理
、
応
急
処
置
（
止
血

法
、
包
帯
法
）
、
搬
送
法
、
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
講
義
と
実
技
を
学

び
ま
す
。
幼
児
や
高
齢
者
の
急
変

時
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
22
日
、
29
日
、
７

月
６
日
、
13
日
（
毎
週
土
曜
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
場
所
／
亀
田
総
合
病
院

　
定
員
・
対
象
／
25
名
、
65
歳
ま

で
の
人

　
受
講
料
／
無
料
。
但
し
教
材
費

救
急
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ク
ル

　
定
員
／
30
人

　
対
象
／
将
棋
に
興
味
の
あ
る
人

　
参
加
費
／
無
料

　
締
切
／
５
月
10
日
（
金
）

　
日
程
／
６
月
４
日
、
６
日
、
11

日
、
13
日
、
18
日
、
20
日
、
25
日
、

27
日
　
午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時

　
安
房
生
物
愛
好
会
や
学
芸
員
も

同
行
し
、
自
然
や
歴
史
を
楽
し
み

な
が
ら
豊
房
地
区
を
歩
き
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
２
日（
日
）

※
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
豊
房
地

区
公
民
館
に
集
合
、
雨
天
の
場
合

は
６
月
９
日（
日
）に
延
期
。

　
コ
ー
ス
／
①
豊
房
地
区
公
民
館

～
西
長
田
～
小
網
寺
～
出
野
尾
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
昼
食
）
～
岡

田
～
豊
房
地
区
公
民
館
【
約
８
・

２
㎞
】

 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
。
年
齢

不
問
。
幼
稚
園
児
は
保
護
者
同
伴

　
持
ち
物
／
昼
食
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
は
各
自
持
参

　
賞
／
全
員
に
参
加
賞
、
認
定
証

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
５
月
24

日（
金
）ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
を
記
入
し
て
、
〒
294

―
８
６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
殖

22
―
３
６
９
６
）へ
。

市
民
歩
こ
う
会

　
場
所
／
市
営
弓
道
場
（
旧
館
山

市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

　
定
員
／
20
名

　
参
加
料
／
200
円（
保
険
料
な
ど
）

　
対
象
／
市
民
で
18
歳
以
上
の
初

心
者

　
申
込
み
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
〝
弓

道
教
室
参
加
希
望
〟
と
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
令
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
申
込
先
ま
で
。

　
締
切
／
５
月
24
日
（
金
）
必
着
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
そ
の
他
／
運
動
の
で
き
る
服
装

で
靴
下
着
用
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
殖
22
―

３
６
９
６
）

　
対
象
／
防
火
管
理
者
の
資
格
を

得
た
い
人

　
日
時
／
６
月
25
日
（
火
）
、
26
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
受
付
／
５
月
20
日
（
月
）
か
ら

23
日
（
木
）

　
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
３
千
500
円

（
申
込
み
時
徴
収
）

　
受
付
場
所
／
安
房
郡
市
消
防
本

部
、
鴨
川
消
防
署
、
鋸
南
分
署
、

千
倉
分
署

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本
部

（
殖
22
―
２
２
３
５
）

弓 

道 

教 

室

　
日
程
／
５
月
11
日
、
25
日
、
６

月
８
日
、
22
日
、
７
月
13
日
、
27

日
の
全
６
回
、
８
月
以
降
は
自
主

サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

　
時
間
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
３

時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
初
心
者
コ
ー
ス
と
対
局

コ
ー
ス

　
講
師
／
北
条
公
民
館
将
棋
サ
ー

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
　
　
入
門
教
室

甲
種
防
火
管
理
講
習

　
中
央
公
民
館
で
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
学
校
完
全
週
５
日
制
を

受
け
、
土
曜
日
に
、
将
棋
教
室
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
入
門
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民
館
（
殖
23
―
３
１
１
１
）

知

将 

棋 

教 

室

土
曜
日
に
将
棋
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー


